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地域の中核病院として、安全で質の良い医療を提供します。

1.私たちは、患者様の人権を尊重し、理解と同意のもと満足頂ける医療を提供します。
2.私たちは、他の医療福祉施設と連携を図り、地域住民の健康を確保するための医療を提供します。
3.私たちは、医療の質を向上するために自己研鑽します。

1.良質な医療を平等に受ける権利
 社会的地位、信条、障害の有無などに関わらず、良質な医療を平等に受ける権利があります。
2.個人としての人格が尊重される権利
 個人の人格、価値観などが尊重され、医療従事者との協力関係のもとで医療行為を受ける権利があります。
3.十分な説明を受ける権利
 自分が受ける治療の効果や危険性、他の治療方法の有無などについて十分な説明を受ける権利があります。
4.自分が受ける医療行為を選択する権利
 治療方法などを自らの意思で選択する権利があります。別の医療機関の意見セカンドオピニオンを聞きたいと
 いうご希望も尊重します。
5.自分が受けている医療について知る権利
 自分が受けている医療について、質問することができ、診療録の開示を求める権利があります。
6.個人のプライバシーが守られる権利
 診療に関する個人情報やプライバシーは厳正に保護される権利があります。
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診療統計 平成28年1月～12月 （月平均）
外来延べ患者数

入院延べ患者数

1日平均外来患者数

救 急 搬 入 数

66,973名（5,582名）

65,208名（5,434名）

226名

2,476名（207名）

紹 介 患 者 数

手 術 件 数

内 視 鏡 件 数

2,478名（207名）

1,679件（140件）

1,520件（127件）

※尚、お急ぎの方は病院西側停留所より、
　越谷駅行きのタローズバスが運行して
　おりますので、そちらをご利用下さい。（有料）
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・東武スカイツリーライン（日比谷線）（半蔵門線）
  北越谷駅（西口）→車で7分
  越 谷 駅（西口）→車で7分（銀座50分、上野40分）

・武蔵野線
  南越谷駅→車で10分、東川口駅→車で10分
・埼玉高速鉄道（南北線直通）
  東川口駅→車で10分

当院では下記の時刻にて送迎バス（無料）を運行
しております。当院へのご診察・ご面会の際は
お気軽にご利用下さい。（日・祝祭日・年末年始を除く）
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越谷誠和病院医療法人
康 麗 会

〒343-0856  埼玉県越谷市谷中町4-25-5
h t t p  :  / /www . se iwa - amg . c om
E -ma i l  :  i n f o＠se iwa - amg . com

TEL.048-966-2711

●※は土曜日運休です。ご注意下さい。
●途中下車希望の方はご乗車の際に運転手
　までお申し出下さい。
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送迎バス時刻のご案内 タローズバス 越谷駅西口～県民健康福祉村
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月～金 土 日・祝時

越谷駅西口 発
県民健康福祉村行き

誠和病院前 発
越谷駅西口行き

無印：県民健康福祉村行き　　□印：越谷誠和病院前行き
□印：浦和美園駅行き
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新年のご挨拶新年のご挨拶

　平成28年12月17日に上尾の看護学校で、行われたワークアウト大会予選会に出場してきました。
　内容は主任会から5S活動を広めようと意識改革を求めたものです。越谷誠和病院の職員数は325名に
対し主任は26名と全体の8%となります。今回はこの主任会から5S「整理、整頓、清掃、清潔、しつけ」を
テーマにグループを5つに分け病院内の給湯室、職員更衣室、傘立て、電気のスイッチ、健診室の案内
表示の改善を行いました。
　この内容をワークアウト大会で発表し、結果は予選敗退となってしまいましたが、とても貴重な
体験をさせて頂きました。中でも整理整頓に対する職員の意識が高まったとアンケートで知ったときは
喜びでした。

看護部　山本　健太

ワークアウト大会予選会を終えて

　新年明けましておめでとうございます。
　本年2月に当院は二度目の医療機能評価更新を迎えます。昨年秋より徐々に
準備を進めてきましたが、年明けは慌ただしさに拍車がかかり試験が間近に
迫った受験生のような気分です。
　さて、日本の社会は少子高齢化と言われて久しいですが、2015年国勢調査
結果を見ると39道府県で人口が減少しています。減少率は秋田県の5.8％が
最高で、福島県5.7％、青森県と高知県が4.7％で続いています。一方、関東圏
への人口集中は進んでおり、2010年よりも東京都で35万6千人、神奈川県で
7万8千人、埼玉県で7万2千人、人口が増えています。また、昭和22～24年生まれの団塊の世代が
全て後期高齢者になる2025年もそう遠くない将来であり、2025年問題に対する準備も待ったなしの
状況になりつつあります。
　私たちに出来ることは限られていますが、これからも地域の病院として地域の人々が必要として
いる医療を提供し続けていけるよう、今年も全職員が一致団結して頑張っていく所存です。

出羽ふれあいフレンドパーク

　毎年秋に行われる、「出羽ふれあいフレンドパーク」に
参加しています。
今年は約100名の方々にお越し頂きました。寒い中、ご来
場いただき誠にありがとうございました。
　私は今回初めて参加させて頂きましたが、地域の中核
病院として、地域に根差した医療を提供していく為に、皆さまとの交流はとても大切な
ことだと感じました。

　私が所属している部署では、普段直接患者様と
コミュニケーションを取りながら、検査・測定
等を行うことは無いので、顔を合わせながら実
際に健康の増進に携われることは貴重な体験で
あり、私自身も楽しみながら参加させて頂きました。
　地域の病院に従事する者として、今後もこのようなイベントに参加させて頂き、
住民の皆さまとの関係づくりに努めていきたいと思います。

地域連携・医療福祉相談室　瀬野尾　香穂

救急搬送症例検討会

　12月20日に毎年恒例のクリスマス会を開催しました！
　サンタクロースに扮した職員が入院患者様にカードを
配ったり、歌やバイオリン演奏のプレゼントをしています。

　入職して初めてクリスマス会に参加しました。会場には
車椅子や、杖をついて観に来られた患者様が、保育園児の
出し物や中川先生の演奏に顔を綻ばせ鑑賞していました。
会場の皆で「ふるさと」を合唱すると、涙ぐんでいる患者
様もいらっしゃいました。会場に出向けない患者様の為に、
中川先生が病棟まで演奏に来て下さり、患者様御家族も喜
ばれ、心温まる会に参加する事ができました。　

5病棟　大林　久江

　初めてのクリスマス会参加でしたが、なかなか練習に参
加できず、振付変更も本番の少し前に知り慌ててしまいま
した。しかし本番を無事に終えることができて、ほっとして
います。クリスマス会終了後に、中川先生がバイオリン
演奏で病棟訪問をしてくれました。患者さんもその家族も
笑顔を見せて下さっていて、とても良かったと思います。

5病棟　村形　梨絵

クリスマス会

　平成28年12月16日、救急搬送症例検討会を行いました。
越谷消防署救急課の隊員と、当院の医師・看護師・医事課職員を含む40名が参加しました。救急隊
からは、救急隊接触時の傷病者の状況、救急隊の観察、病院選定の判断など、判断に迷った事案等の
疑問や質問がありました。救急現場では限られた人・物・時間の中で、傷病者の対応をしている
緊迫感が伝わってきました。
　搬送困難事例としては、東部南地区でも受入れ率が低いとされる消化管出血疑いの事例です。
近隣、市外でも受け入れ病院が見つからないと、県外まで搬送することもあります。消化管出血疑
いで緊急性が高いとされる事例は30％以下であり、70％は緊急性が低いと報告されています。当院
では週2～3回外科医が当直しており、状況に応じて受け入れができるような体制を構築していこう
と話し合いました。
　今後も救急隊と連携を図り、地域の救急医療に貢献することに努めて
いきます。

外来看護師　伊原　暁子


